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一
昨
年
か
ら
２

年
目
の
研
修
医
が

地
域
の
開
業
医
で

地
域
医
療
に
つ
い

て
研
修
す
る
こ
と

に
な
り
、
小
生
の
よ
う
な
小
さ

な
診
療
所
で
も
研
修
医
を
指
導

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
実
地
医

療
に
お
い
て
、
ど
こ
ま
で
見
学

さ
せ
、
何
を
ど
こ
ま
で
実
施
さ

せ
た
ら
よ
い
か
不
明
な
た
め
、

「
研
修
医
指
導
医
の
た
め
の
教

育
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
に
参
加

し
た
▼
１
泊
２
日
の
合
宿
で
全

国
か
ら
集
ま
っ
た
主
に
研
修
病

院
の
先
生
方
と
８
人
の
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
、
教
育
目
標
、

教
育
方
略
（
戦
略
）、
指
導
医

の
あ
り
方
、
教
育
評
価
、
研
修

現
場
で
の
問
題
点
へ
の
対
応
に

つ
い
て
、
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
の

先
生
方
の
説
明
の
後
、
主
に
Ｋ

Ｊ
法
や
文
殊
カ
ー
ド
を
使
っ
て

問
題
点
を
洗
い
出
し
、
グ
ル
ー

プ
で
討
議
を
行
い
発
表
し
た
▼

私
た
ち
の
グ
ル
ー
プ
は
「
社
会

が
求
め
る
医
師
の
基
本
的
臨
床

能
力
」
と
の
テ
ー
マ
で
、
ユ
ニ

ッ
ト
の
一
般
目
標
を
「
患
者
に

と
っ
て
最
善
の
医
療
を
行
う
た

め
に
患
者
医
師
関
係
を
築
く
た

め
の
情
報
を
収
集
し
ス
キ
ル
を

身
に
つ
け
る
」
と
し
た
。
行
動

目
標
は
、
想
起
し
解
釈
し
問
題

解
決
す
る
た
め
の
知
識
と
し
て

６
項
目
、
患
者
に
対
す
る
態
度

と
し
て
３
項
目
、
技
能
と
し
て

１
項
目
を
挙
げ
、
そ
れ
ら
を
指

導
す
る
た
め
の
方
略
、
研
修
医

の
評
価
と
し
て
の
形
成
的
評
価

と
総
括
的
評
価
に
つ
い
て
学
ん

だ
▼
医
療
安
全
に
つ
い
て
の
テ

ー
マ
を
選
ん
だ
グ
ル
ー
プ
の
一

般
目
標
「
ル
ー
ト
確
保
」
は
、

ど
こ
ま
で
見
学
さ
せ
る
か
、
何

を
実
施
さ
せ
ら
れ
る
か
で
、
参

考
に
な
っ
た
。
２
年
目
の
研
修

医
が
安
全
に
静
脈
ル
ー
ト
の
確

保
が
で
き
れ
ば
、
採
血
や
注
射

も
安
心
し
て
任
せ
ら
れ
る
。
教

育
は
一
番
の
勉
強
法
だ
。
研
修

医
に
ぜ
ひ
来
て
も
ら
お
う（
水
）

今 　 号 　の　記　事今 　 号 　の　記　事

北阪神支部が新春政策研究会 ２面

４面歯科定例研より
自家歯牙移植とその周辺

研
面
究

歯科　リゾチーム塩酸塩製剤が使用不可に ３面

２

１

患者負担軽減の
 請願署名にご協力を

○
窓
口
定
額
負
担
増
撤
回
を

○ 

子
ど
も
と
高
齢
者
の
窓
口
負
担
を

無
料
に

○
現
役
世
代
は
２
割
に

○
消
費
税
増
税
は
中
止
を

ご
注
文
は
、
☎
078―

393―

１
８
０
７
ま
で

―安心して受けられる医療の実現を―

　

東
北
被
災
者
の
医
療
費
窓
口
負
担
免
除
は
延

長
を―

。
協
会
・
保
団
連
は
１
月
19
日
に
国
会

要
請
を
実
施
。
藤
森
隆
史
協
会
評
議
員
（
歯

科
）
が
参
加
し
、
２
月
末
が
期
限
と
な
っ
て
い

る
東
日
本
大
震
災
被
災
者
の
医
療
費
窓
口
負
担

　

厚
労
省
は
被
災
者
の
窓
口
負

担
免
除
措
置
に
つ
い
て
、
社
保

分
を
２
月
末
で
打
ち
切
る
と
回

答
。
そ
の
根
拠
と
し
て
「
阪
神

・
淡
路
大
震
災
で
１
年
だ
っ
た

か
ら
」
と
述
べ
、
阪
神
・
淡
路

を
前
例
に
判
断
し
た
こ
と
を
明

ら
か
に
し
た
。

　

保
団
連
側
は
、「
阪
神
・
淡

路
を
前
例
に
打
ち
切
る
こ
と
は

断
じ
て
認
め
ら
れ
な
い
。
当
時

の
１
年
と
い
う
期
間
自
体
に
問

題
が
あ
っ
た
上
、
東
日
本
大
震

災
は
そ
の
何
倍
も
の
被
害
で
あ

り
、
被
災
地
の
実
態
か
ら
判
断

す
べ
き
だ
」
と
厳
し
く
追
及
し

た
。

　

保
団
連
側
は
ま
た
、
会
員
署

名
の
提
出
に
と
も
な
い
、「
そ

も
そ
も
重
す
ぎ
る
患
者
負
担
３

割
を
被
災
者
に
押
し
付
け
て
よ

い
の
か
」
な
ど
、
被
災
者
の
免

除
措
置
延
長
と
あ
わ
せ
て
患
者

負
担
水
準
そ
の
も
の
の
引
き
下

げ
を
要
求
し
た
。

　

厚
労
省
は
、
国
保
と
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
に
つ
い
て
は
延

長
を
検
討
し
て
い
る
と
述
べ

た
。歯

科
診
療
報
酬

改
善
訴
え

　

国
会
議
員
要
請
で
は
、
田
村

智
子
参
院
議
員
（
共
産
）
へ
静

岡
・
大
阪
歯
科
の
両
協
会
と
と

も
に
歯
科
関
連
で
面
談
。「
保

険
で
良
い
歯
科
治
療
を
」
患
者

署
名
の
兵
庫
分
１
５
３
筆
を
含

め
て
保
団
連
と
し
て
４
８
９
４

筆
を
手
渡
し
た
。

　

ま
た
、
歯
科
の
審
査
問
題
と

診
療
報
酬
問
題
に
つ
い
て
、
保

団
連
で
作
成
し
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
使

い
丁
寧
に
説
明
し
た
。

　

水
野
智
彦
衆
院
議
員
（
千
葉

・
民
主
）
へ
は
、
宇
佐
美
宏
保

団
連
副
会
長
、
千
葉
協
会
と
と

も
に
歯
科
診
療
報
酬
、
消
費
税

増
税
問
題
に
つ
い
て
要
請
。
藤

森
評
議
員
は
、
根
管
治
療
の
技

術
料
を
フ
ィ
リ
ピ
ン
と
比
較
し

た
具
体
的
事
例
を
出
し
（
日
本

被災者医療費
窓口負担免除

打
ち
切
り
許
さ
れ
な
い

打
ち
切
り
許
さ
れ
な
い

で
８
千
円
に
対
し
フ
ィ
リ
ピ
ン

は
５
万
円
程
度
）、
歯
科
診
療

①
藤
森
評
議
員（
右
）が
患
者
負
担
軽
減
や
診
療
報
酬
改
善
な
ど
を
求
め
る
会
員
署
名
を
厚
労
省
に
提
出

②
田
村
参
院
議
員（
左
端
）に
保
険
で
良
い
歯
科
医
療
を
求
め
る
患
者
署
名
を
手
渡
し
た　
　
　
　
　
　

金
免
除
の
延
長
な
ど
を
求
め
厚
労
省
交
渉
や
国

会
議
員
要
請
を
行
っ
た
。
協
会
が
取
り
組
ん
で

い
る
「
患
者
負
担
軽
減
、
診
療
報
酬
、
医
業
税

制
等
に
関
す
る
会
員
署
名
」
７
１
２
筆
（
２
次

分
）
を
追
加
提
出
し
、
実
現
を
要
請
し
た
。

報
酬
が
い
か
に
低
レ
ベ
ル
で
あ

る
か
を
訴
え
た
。

　

兵
庫
協
会
へ
寄
せ
ら
れ
て
い

る
会
員
署
名
の
う
ち
、
記
さ
れ

た
意
見
の
一
部
を
紹
介
す
る
。

•
病
気
に
な
っ
た
ら
誰
で
も
懐

を
気
に
せ
ず
受
診
で
き
る
よ
う

な
社
会
に
し
た
い
で
す
。

 

（
尼
崎
市
）

•
１
日
60
人
以
上
診
療
し
な
い

と
経
営
が
成
り
立
ち
ま
せ
ん
。

１
日
30
人
ぐ
ら
い
で
患
者
さ
ん

を
ゆ
っ
く
り
診
療
し
て
経
営
が

成
り
立
つ
よ
う
に
し
て
い
た
だ

き
た
い
。 

（
宝
塚
市
）

•
他
の
先
進
国
並
み
に
消
費
税

を
引
き
上
げ
る
の
で
あ
れ
ば
、

同
様
に
医
療
費
も
無
料
化
す
べ

き
で
あ
る
。
医
療
福
祉
を
お
ろ

そ
か
に
す
る
国
に
明
る
い
未
来

は
な
い
。 

（
伊
丹
市
）

•
受
診
の
手
控
え
に
よ
る
早
期

治
療
の
遅
れ
、
そ
れ
に
と
も
な

う
医
療
費
増
大
に
よ
る
国
民
負

担
増
加
を
食
い
止
め
る
ラ
ス
ト

チ
ャ
ン
ス
と
思
い
ま
す
。

 

（
西
宮
市
）

•
現
役
世
代
も
無
料
と
す
べ

き
。
糖
尿
病
の
人
が
薬
を
自
分

で
削
っ
て
飲
ん
で
い
る
。

 

（
芦
屋
市
）

•
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
通
り
医
療
費

を
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
で
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
平

均
並
み
に
引
き
上
げ
て
く
だ
さ

い
。 

（
東
灘
区
）

•
特
定
健
診
で
異
常
が
あ
っ
て

も
３
割
負
担
で
は
通
院
で
き
な

い
！　

な
ん
の
た
め
の
健
診

か
？ 

（
中
央
区
）

•
小
泉
内
閣
時
の
医
療
制
度
改

悪
を
改
善
し
な
け
れ
ば
、
政
権

交
代
し
た
意
味
が
あ
り
ま
せ

ん
。 

（
明
石
市
）

•
国
民
の
健
康
と
は
、
本
来
国

が
守
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
診

療
に
関
わ
る
窓
口
負
担
が
極
力

ゼ
ロ
に
な
る
こ
と
を
要
望
し
ま

す
。 

（
三
田
市
）

•
子
ど
も
、
老
人
の
無
料
化
を

お
願
い
し
ま
す
。

 

（
加
古
川
市
）

•
現
在
の
歯
科
の
保
険
診
療
点

数
で
は
、
感
染
防
止
対
策
に
か

け
る
費
用
も
ま
ま
な
り
ま
せ

ん
。
将
来
的
な
不
幸
な
医
療
事

故
を
避
け
る
た
め
に
も
、
点
数

の
引
き
上
げ
を
希
望
い
た
し
ま

す
。 

（
多
可
町
）

•
診
療
報
酬
は
据
え
置
い
て

も
、
患
者
窓
口
負
担
の
大
幅
軽

減
は
急
務
で
あ
る
と
思
わ
れ

る
。
日
本
に
お
い
て
医
療
難
民

は
出
し
て
は
な
ら
な
い
。

 

（
姫
路
市
）

•
診
療
を
中
断
せ
ざ
る
を
得
な

い
よ
う
な
負
担
増
を
や
め
る
こ

と
。 

（
淡
路
市
）

会
員
署
名
712
筆（
２
次
分
）提
出

わ
た
し
の

わ
た
し
の

わ
た
し
の一

言
一
言
一
言

医
科
診
療
所

３月22日（木） 14時～ いたみホール多目的ホール
３月22日（木） 14時～ 西宮勤労会館大ホール
３月22日（木） 14時～ 県農業会館11階大ホール（中央区元町）
３月22日（木） 14時～ アスピア明石９階ホール
３月23日（金） 14時～ 尼崎労働福祉会館大ホール
３月23日（金） 13時30分～ 小野市うるおい交流会エクラ大会議室
３月23日（金） 14時～ 三田市総合福祉保健センター多目的ホール
３月24日（土） 15時～ 県学校厚生会東播活動センター３階（加古川市）
３月24日（土） 15時～ 淡路市立しづかホール
３月24日（土） 14時30分～ 姫路じばさんびる９階
３月25日（日） 14時～ 県農業会館11階大ホール（中央区元町）
３月25日（日） 15時～ 豊岡市民会館

病
院
３月22日（木） 17時～ 県農業会館11階大ホール（中央区元町）
３月24日（土） 17時～ 姫路じばさんびる９階

歯
科

３月20日（火祝） 14時～ 県農業会館11階大ホール（中央区元町）
３月20日（火祝） 15時～ 姫路じばさんびる９階
３月22日（木） 19時～ 明石市生涯学習センター７階学習室１
３月23日（金） 20時～ 三田市キッピーモール６階多目的ホール
３月24日（土） 18時30分～ 神戸市立西区民センター
３月24日（土） 18時30分～ 県学校厚生会東播活動センター３階（加古川市）
３月25日（日） 10時～ 西宮市立市民会館101大会議室
３月25日（日） 14時～ 伊丹シティホテル３階光輝の間
４月１日（日） 15時～ 協会会議室（中央区元町）

薬
科４月21日（土） 14時～ 県農業会館11階会議室（中央区元町）

介
護
３月29日（木） 14時～ 協会会議室（中央区元町）
３月31日（土） 14時～ 姫路じばさんびる９階

３月上旬に会員医療機関へハガキでもご案内いたします。

2012年診療（介護）報酬改定研究会一覧2012年診療（介護）報酬改定研究会一覧
〈協会ホームページ上で診療報酬改定情報コーナーを近日に開設予定〉
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求　
　

人

求　
　

人

歯
科
医
師
①

◇
勤
務
地　

宝
塚
市
（
逆

瀬
川
駅
か
ら
５
分
）

◇
条　

件　

矯
正
専
門
医

◇
委
細
面
談
の
う
え

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、

☎
078―

393―

１
８
０
９　

協
会　

松
村
ま
で

歯
科
医
師
②

◇
勤
務
地　

神
戸
市
北
区

◇
条　

件　

常
勤
、
ア
ル

バ
イ
ト
可　

（
月
額
給
与 

50
万
円
）

◇
委
細
面
談
の
う
え

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、

☎
078―

393―

１
８
０
９　

協
会　

松
村
ま
で

　

歯
科
部
会
は
１
月
14
日
、
協

会
会
議
室
で
「
保
険
診
療
に
関

す
る
会
員
懇
談
会
」
を
開
催

し
、
14
人
が
参
加
し
た
。

　

こ
の
懇
談
会
は
、
劣
悪
な
歯

科
診
療
報
酬
の
た
め
に
日
々
の

保
険
診
療
が
困
難
に
な
っ
て
い

る
中
、
保
険
治
療
で
患
者
の
信

頼
を
得
て
い
る
歯
科
医
師
や
、

在
宅
・
障
害
者
医
療
に
精
力
的

に
取
り
組
ん
で
い
る
歯
科
医
師

な
ど
が
話
題
提
供
し
、
保
険
診

療
に
関
す
る
悩
み
や
問
題
点
を

話
し
合
う
た
め
に
開
催
し
た
。

　

吉
岡
正
雄
先
生
（
西
区
・
よ

し
お
か
歯
科
医
院
）
が
「
保
険

診
療
と
経
営
・
税
金
」、
加
藤

擁
一
先
生
（
須
磨
区
・
加
藤
歯

科
ク
リ
ニ
ッ
ク
）
が
「
国
民
皆

保
険
と
歯
科
医
療
」、
白
岩
一

支　　部　　の　　催　　物　　案　　内支　　部　　の　　催　　物　　案　　内

日　時　２月18日（土）15時～
会　場　洲本市市民交流センター
テーマ　 医療安全管理・院内感染対策～手洗

い、個人防護具の適切な使用など
講　師　県立淡路病院看護師
　　　　正司貴美子氏

■淡路支部■医療安全管理研修会

日　時　２月19日（日）16時～
会　場　協会会議室
テーマ　 “なでしこ”を世界一に導い

た歯医者さんのお話
講　師　小田デンタルクリニック院長
　　　　小田泰史先生
ゲスト　INAC神戸　星川敬監督
※終了後、懇親会（会費4000円）

■神戸支部■早春講演会

日　時　２月26日（日）
　　　　13時15分集合（２時間程度）
場　所　奈良市・清酒春鹿醸造元
　　　　（株）今西清兵衛商店
　　　　※現地集合・現地解散
参加費　500円（利き酒代込み）
定　員　20人（事前申込順）

■西宮・芦屋支部■酒蔵見学会

　

２
０
０
５
年
に
日
本
ア
カ

デ
ミ
ー
賞
を
受
賞
し
た
、
人

気
映
画
シ
リ
ー
ズ
第
３
作
目

を
紹
介
し
ま
す
。

　

昭
和
39
年
（
１
９
６
４

年
）。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
控

え
、
高
速
道
路
や
ビ
ル
建
設

ラ
ッ
シ
ュ
、
新
幹
線
開
通
な

ど
熱
気
に
あ
ふ
れ
る
、
東
京

下
町
を
舞
台
に
人
間
的
ド
ラ

マ
が
展
開
。

　

下
町
「
夕
日
町
三
丁
目
」

で
暮
ら
す
主
人
公
、
売
れ
な

い
小
説
家
・
茶
川
竜
之
介

は
、
ヒ
ロ
ミ
と
結
婚
し
、
妻

ヒ
ロ
ミ
は
妊
娠
出
産
。

　

同
居
す
る
淳
之
介
は
、
東

大
を
目
指
し
て
猛
勉
強
中
だ

が
、
夢
も
密
か
に
決
し
て
あ

き
ら
め
な
い
。
隣
の
鈴
木
家 白岩一心

76

Ａ
Ｌ
Ｗ
Ａ
Ｙ
Ｓ　
　

〜
三
丁
目
の
夕
日
'64

と
の
コ
ミ
カ
ル
で
人
間
的
な

交
流
。
鈴
木
家
の
経
営
す

る
、
鈴
木
オ
ー
ト
に
住
み
込

み
で
働
く
整
備
工
・
六
子

は
、
毎
朝
あ
い
さ
つ
を
交
わ

す
医
師
に
淡
い
恋
心
を
抱
く

…
…
。

　

第
１
作
で
「
出
会
い
」、

第
２
作
で
は
登
場
人
物
の
そ

れ
ぞ
れ
の
「
夢
の
中
間
地

点
」、
今
作
で
は
そ
れ
ぞ
れ

の
「
巣
立
ち
」
が
テ
ー
マ
。

ま
た
、
日
本
の
高
度
成
長
期

の
中
で
の
人
々
の
変
わ
ら
な

い
新
鮮
な
ふ
れ
あ
い
も
描
写

し
て
い
ま
す
。

　

日
本
映
画
界
を
代
表
す
る

演
技
派
俳
優
た
ち
が
豪
華
共

演
。
吉
岡
秀
隆
、
堤
真
一
、

薬
師
丸
ひ
ろ
子
、
小
雪
、
堀

北
真
希
、
三
浦
友
和
な
ど
な

ど
。

　

国
民
皆
保
険
制
度
が
確
立

さ
れ
た
当
時
、
保
険
料
が
支

払
え
ず
、
医
療
を
受
け
ら
れ

な
い
人
た
ち
を
救
う
、
医
師

た
ち
の
無
償
診
療
を
行
う
設

定
も
興
味
深
い
で
す
。
ま

た
、
地
方
の
小
さ
な
町
医
者

の
後
継
問
題
に
触
れ
る
場
面

も
あ
り
ま
す
。
職
業
に
よ
る

偏
見
を
乗
り
越
え
た
、
純
粋

な
愛
情
を
育
む
若
い
カ
ッ
プ

ル
の
動
向
も
決
し
て
見
逃
せ

ま
せ
ん
。

　

昭
和
の
時
代
の
背
景
を
、

十
分
楽
し
め
る
作
品
で
す
。

登
場
人
物
の
心
の
微
妙
な
動

き
で
、
鑑
賞
す
る
全
て
の
人

た
ち
が
、
自
分
の
若
い
頃
、

自
分
た
ち
の
生
き
て
き
た
時

代
を
振
り
返
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

昭
和
を
知
ら
な
い
若
い
人

た
ち
に
は
、
現
代
の
希
薄
な

人
間
関
係
の
歪
み
を
感
じ
さ

せ
る
作
品
で
す
。
出
世
や
お

金
儲
け
よ
り
も
大
切
な
も
の

は
何
か
も
問
わ
れ
て
い
ま

す
。
ほ
ん
の
り
と
し
た
、
家

族
愛
や
人
と
人
の
交
流
も
奥

深
く
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　

鑑
賞
後
に
は
、
昭
和
の
時

代
の
希
望
溢
れ
る
夢
が
今
も

形
を
変
え
て
受
け
継
が
れ
て

い
て
ほ
し
い
と
い
う
「
願

望
」
が
込
め
ら
れ
る
こ
と
に

も
気
付
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
忘
れ
か
け
て
た

遠
い
記
憶
、
甘
い
記
憶
、
そ

し
て
未
来
へ
つ
な
げ
る

「
絆
」
を
呼
び
起
こ
し
て
い

き
ま
す
。

　

「
今
を
生
き
る
ヒ
ン
ト
が

詰
ま
っ
て
い
る
の
で
は
？　

そ
し
て
幸
せ
と
は
ど
う
い
う

も
の
？　

幸
せ
探
し
と

は
？
」
と
自
問
自
答
し
て
、

「
小
さ
な
幸
せ
」
の
喜
び
を

再
確
認
す
る
、
笑
い
あ
り
、

涙
あ
り
の
話
題
作
品
で
す
。

 

【
赤
穂
郡　

白
岩
歯
科
】

心
先
生
（
赤
穂
郡
・

白
岩
歯
科
医
院
）
が

「
保
険
診
療
と
私
の

増
患
対
策
」、
富
澤

洪
基
先
生
（
尼
崎
市

・
尼
崎
医
療
生
協
歯

科
）
が
「
民
医
連
的

立
場
か
ら
の
保
険
診

療
」
に
つ
い
て
、
そ

れ
ぞ
れ
話
題
提
供
。

　

参
加
者
か
ら
は
、

「
措
置
法
28
条
に
よ

る
事
業
税
非
課
税
は

優
遇
税
制
で
は
な
い

か
」「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加

は
、
混
合
診
療
解
禁

ど
こ
ろ
か
皆
保
険
制
度
の
崩
壊

に
な
る
の
で
は
」
な
ど
の
意
見

が
出
さ
れ
、
活
発
な
議
論
が
交

わ
さ
れ
た
。

　

歯
科
部
会
は
、「
保
険
で
よ

り
良
い
歯
科
医
療
」
運
動
を
進

め
て
い
く
た
め
に
も
、
保
険
診

療
を
テ
ー
マ
に
し
た
会
員
懇
談

会
を
今
後
も
開
催
す
る
予
定
。

　

北
阪
神
支
部
は
１
月
21
日
、

伊
丹
市
内
で
自
衛
隊
阪
神
病
院

（
川
西
市
）
の
森
﨑
善
久
院
長

を
講
師
に
、
新
春
政
策
研
究
会

「
自
衛
隊
阪
神
病
院
・
地
域
医

療
へ
の
役
割
」
を
開
催
し
、
10

人
が
参
加
し
た
。

　

森
﨑
先
生
は
、
従
来
、
自
衛

隊
員
と
そ
の
家
族
の
み
を
診
療

し
て
き
た
自
衛
隊
阪
神
病
院

が
、
昨
年
４
月
か
ら
外
来
・
入

院
と
も
に
地
域
住
民
に
も
門
戸

を
開
く
に
あ
た
っ
た
経
緯
を
説

明
。「
医
師
不
足
な
ど
の
地
域

医
療
を
取
り
巻
く
現
状
へ
貢
献

を
果
た
す
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、

臨
床
経
験
を
増
や
し
、
医
師
・

看
護
師
と
も
に
成
長
す
る
た
め

に
は
オ
ー
プ
ン
化
は
不
可
欠
」

「
全
国
に
16
あ
る
自
衛
隊
病
院

が
93
年
の
自
衛
隊
中
央
病
院

（
東
京
都
）
を
皮
切
り
に
次
々

に
オ
ー
プ
ン
化
を
行
っ
て
お

り
、
阪
神
病
院
も
そ
の
一
環
」

と
し
た
。

　

ま
た
、
一
般
開
業
医
に
対
す

る
要
望
と
し
て
「
自
衛
隊
病
院

は
、
万
一
の
激
甚
災
害
に
対
応

す
る
必
要
が
あ
る
の
で
、
か
か

り
つ
け
医
と
し
て
の
機
能
は
困

難
だ
が
、
救
急
病
院
と
し
て
地

域
貢
献
し
て
い

き
た
い
。
こ
れ

ま
で
の
救
急
搬

送
は
月
15
台
程

度
で
ま
だ
ま
だ

低
調
。
外
科
救

急
を
中
心
と
し

て
利
用
し
て
ほ

し
い
」「
開
業

医
の
先
生
と
の

連
携
が
必
須
と

な
る
の
で
今
後

と
も
ご
意
見
を

う
か
が
い
た

い
」
と
呼
び
か

け
た
。

　

質
疑
応
答
で
は
「
実
戦
を
経

験
し
な
い
日
本
の
自
衛
隊
病
院

で
は
銃
創
治
療
訓
練
は
ど
う
し

て
い
る
の
か
」「
自
院
に
自
衛

官
の
患
者
が
多
数
来
院
す
る

が
、
自
衛
隊
病
院
以
外
に
受
診

す
る
場
合
の
自
己
負
担
は
」
な

ど
の
質
問
が
出
さ
れ
た
。

会
員
訃
報

宮
澤　
　

勲
先
生

明
石
市　

皮
・
泌
尿
科

11
月
25
日　

享
年
83
歳

ご
冥
福
を
お
祈
り

　
　
　

申
し
上
げ
ま
す

山
縣　

康
成
先
生

西
宮
市　

眼
科

11
月
２
日　

享
年
84
歳

森﨑自衛隊病院長（左端）と意見交換

４人からの話題提供を受け、議論が交わされた

保険診療の悩み交流

歯科会員懇談会

北
阪
神
支
部　

新
春
政
策
研
究
会

北
阪
神
支
部　

新
春
政
策
研
究
会

自
衛
隊
病
院

住
民
も
受
診
可
能
に

　協会は１月11日、池内理事長名で下記の抗議文を関係機関へ送付した。

アメリカ合衆国大統領
バラク・フセイン・オバマ様
 2012年１月11日
 兵庫県保険医協会
 理事長　池内　春樹

貴国の核実験の強行に抗議する

　貴国は１月５日、昨年11月16日に臨界前核実験を実施したと発表した。核兵器
の保持と新たな開発につながる核実験を強行したことに、強い抗議の意志を表明
する。
　貴国のエネルギー省の国家核安全保障局は、「核実験を行わずに兵器の安全性
を維持する」ために、新しく核実験場や火薬を使わず強力なエックス線を用いて
核兵器の爆発時に近い状態を作り出す実験を行ったとしているが、核兵器の保持
と新たな開発につながる実験であることはあきらかである。
　貴国が未臨界核実験を実施したことは、去年11月の赤十字国際会議による「核
兵器廃絶に向けた努力を」とした決議や12月の第66回国連総会において130カ国
の賛成で採択された「核兵器禁止条約の交渉開始を求める決議」に逆行するもの
で、被爆者をはじめ核兵器廃絶を切望する世界の多くの人々の期待や願いを裏切
るものである。
　日本では、東日本大震災・津波被災とそれによって引き起こされた東電福島原
発の爆発・炉心溶融事故で放射性物質が大量に大気中に飛散し、住民が住み慣れ
た土地を追われ、いつ帰れるともわからない不安な生活を強いられており、あら
ためて放射線がもたらす事態の深刻さを全世界に知らしめることになった。
　われわれは、世界中の医師たちとともに、核兵器を「人類を滅亡させる兵器」
と位置づけ、その全廃を求めてきた。66年前に広島・長崎に投下された原子爆弾
が、未曾有の惨禍をもたらし、今なお被爆者に、救いがたい健康被害と苦痛をも
たらしている現状を直視すべきである。
　今後、爆発を伴わない実験であれ、未臨界核実験であれ、いっさいの核兵器実
験・開発計画を即時中止するとともに、核兵器廃絶条約の締結の協議開始などの
イニシアティブを発揮することを強く要請するものである。

高
津　

良
房
先
生

兵
庫
区　

内
・
小
・
放
科

１
月
12
日　

享
年
84
歳
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歯
科
で
は
使
用
不
可
に

歯
科
で
は
使
用
不
可
に

　

厚
労
省
は
１
月
20
日
付
医
薬

食
品
局
課
長
通
知
で
、
リ
ゾ
チ

ー
ム
塩
酸
塩
製
剤
の
歯
科
適
用

が
な
く
な
り
、
使
用
で
き
な
く

な
っ
た
と
発
表
し
た
。

　

対
象
は
、
レ
フ
ト
ー
ゼ
錠
、

ノ
イ
チ
ー
ム
錠
、
ア
ク
デ
ィ
ー

ム
錠
、
塩
化
リ
ゾ
チ
ー
ム
錠
、

ミ
タ
チ
ー
ム
錠
な
ど
、
す
べ
て

の
リ
ゾ
チ
ー
ム
塩
酸
塩
製
剤
。

　

各
メ
ー
カ
ー
は
、
開
封
品
も

含
め
て
の
返
品
・
回
収
を
、
卸

を
通
じ
て
受
け
付
け
る
も
よ

う
。
ご
確
認
願
い
た
い
。

　

厚
労
省
の
薬
事
・
食
品
衛
生

審
議
会
医
薬
品
再
評
価
部
会
で

ダ
ー
ゼ
ン
の
同
種
同
効
能
薬
と

し
て
、
リ
ゾ
チ
ー
ム
塩
酸
塩
製

剤
が
指
摘
さ
れ
、
昨
年
12
月
21

日
・
22
日
に
各
メ
ー
カ
ー
が
再

評
価
の
た
め
の
臨
床
試
験
実
施

は
困
難
と
判
断
、
歯
科
の
適
用

削
除
の
一
部
変
更
申
請
を
提
出

し
、
１
月
20
日
承
認
さ
れ
た
。

　

削
除
さ
れ
た
効
能
・
効
果

は
、
歯
槽
膿
漏
症
（
炎
症
型
）

の
腫
脹
の
緩
解
、
小
手
術
時
の

術
中
術
後
出
血
（
歯
科
・
泌
尿

器
科
領
域
）。
こ
の
結
果
、
歯

科
適
用
の
酵
素
製
剤
の
代
替
医

薬
品
は
な
く
な
っ
た
。

　

な
お
、
慢
性
副
鼻
腔
炎
、
気

管
支
炎
、
気
管
支
喘
息
、
気
管

支
拡
張
症
の
効
能
・
効
果
は
再

評
価
さ
れ
、
引
き
続
き
適
用
さ

れ
て
い
る
。

短
い
周
知
期
間

柔
軟
な
審
査
を

　

協
会
で
は
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
歯
科

会
員
に
知
ら
せ
た
と
こ
ろ
、

「
メ
ー
カ
ー
や
卸
か
ら
な
ん
の

連
絡
も
な
か
っ
た
の
で
初
め
て

知
っ
た
」「
耳
鼻
科
や
内
科
は

使
え
て
歯
科
の
消
炎
酵
素
剤
は

削
除
す
る
根
拠
が
不
明
で
、
メ

ー
カ
ー
の
対
応
に
納
得
い
か
な

い
」「
炎
症
に
よ
く
効
く
の
で

長
年
使
っ
て
き
た
。
知
ら
な
か

っ
た
の
に
急
に
処
方
内
容
を
変

え
る
こ
と
は
患
者
さ
ん
に
と
っ

て
も
不
利
益
。
周
知
期
間
は
２

カ
月
く
ら
い
は
必
要
と
思
う
」

等
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　

厚
労
省
医
薬
食
品
局
課
長
通

知
で
は
、
各
製
造
販
売
業
者
に

対
し
、
１
カ
月
以
内
に
医
療
機

関
・
薬
局
に
対
し
周
知
を
徹
底

す
る
よ
う
指
示
し
た
と
し
て
い

る
が
、
メ
ー
カ
ー
の
対
応
は
遅

く
、
す
ぐ
に
周
知
徹
底
す
る
こ

と
は
不
可
能
で
あ
る
。

　

協
会
・
保
団
連
は
１
月
27

日
、
厚
労
省
・
支
払
基
金
本
部

・
国
保
中
央
会
に
対
し
、
周
知

期
間
を
踏
ま
え
た
柔
軟
な
審
査

を
す
る
よ
う
申
し
入
れ
て
い

る
。

３．診療報酬請求に係る事項
（算定要件等）
・夜間早朝等加算について、受付時間
を明確にしておくこと。
・休日加算については、受診理由を明
確にしておくこと。
・特定疾患療養管理料　管理内容の要
点が診療録に記載されていない。
・慢性疾患に対し、再診料の算定を初
診料で算定している。
・乳幼児育児栄養指導料について、指
導内容の要点記載を充実させること。
・小児特定疾患カウンセリング料につ
いて、診療計画の記載を充実させるこ
と。
・悪性腫瘍特異物質治療管理料につい
て、腫瘍マーカー検査の結果および治
療計画の要点の記載がない。
・生活習慣病管理料について、療養計
画書が作成されていない、または患者
に交付されていない。
・外来栄養食事指導料について、栄養
指導を行う場合は、医師から管理栄養
士に指示せんを交付し、その内容に従
って指導を行うこと。
・慢性疼痛疾患管理料について、処置
内容が診療録に記載されていない。
・診療情報提供料について、交付した
文書の写しを診療録に添付しておくこ
と。
・耳鼻科特定疾患指導管理料につい
て、診療計画および診療内容の要点の
診療録記載を充実すること。
・てんかん指導料について、治療計画
および診療内容の要点の記載が不十
分。
・ニコチン依存症管理料について、文
書により患者の同意を得た上で、禁煙
に関する総合的な指導および治療管理
を行うとともに、その内容を文書によ
り情報提供すること。

・在宅患者訪問診療料について、訪問
診療の計画および診療内容の要点を具
体的に診療録に記載すること。
・在宅時医学総合管理料について、在
宅療養計画および説明の内容の要点の
記載がない。
・在宅患者訪問点滴注射管理指導料に
ついて、看護師等への指示内容の診療
録への記載を充実すること。
・在宅酸素療法指導管理料について、
動脈血酸素分圧の測定を月１回は必ず
実施し、その結果についてレセプトに
記載すること。
・術前検査については、レセプトにコ
メントを記載すること。
・通院在宅精神療法について、指導内
容を具体的に診療録に記載すること。
・手術の同意書について、書面でとる
ようにすること。

４．事務部門に係る事項
（ 診療科目、診療時間、保険
医等）

・届出事項（診療日・診療時間）に変
更があった場合は、速やかに変更・異
動届を提出すること。
・勤務保険医の登録については、雇
用、退職の都度行うこと。
・一部負担金について、徴収すべき者
から徴収されていない。
・自家診療分について、一部負担金を
後日まとめて請求している例がみられ
たので、負担金はその都度徴収するこ
と。

※前回（2011年12月５日付）に記載し
た「２．診療内容に係る事項」は、指
導で指摘があった事項であり、審査の
基準ではありませんのでご留意くださ
い。

2010年度の個別指導に
 おける指摘事項（医科）③

　

イ
ン
プ
ラ
ン
ト
の
患
者
も
ぐ

っ
と
減
る
。
歯
医
者
さ
ん
も
大

変
。
信
頼
も
地
に
落
ち
る
。
患

者
さ
ん
の
足
も
遠
の
く
。
歯
医

者
さ
ん
の
身
入
り
も
ど
っ
と
減

る
。

　

イ
ン
プ
ラ
ン
ト
に
起
因
す
る

系
統
的
な―

単
発
で
な
い―

被

害
報
道
。
世
間
と
歯
科
界
を
震

駭
さ
せ
た
。
歯
科
界
に
と
っ
て

は
、
い
つ
の
日
か
来
る
巨
大
地

震
の
到
来
で
あ
っ
た
。

　

骨
の
髄
ま
で
イ
ン
プ
ラ
ン
ト

に
浸
食
さ
れ
た
歯
科
医
師
は
、

〝
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
は
救
世
主

4

4

4

〞

と
ま
で
の
た
ま
わ
れ
た
。

　

歯
科
を
金
も
う
け
の
単
な
る

〝
ツ
ー
ル
〞
と
見
る
。
軽
口
に

せ
よ
自
ら
を
「
ワ
ー
キ
ン
グ
プ

ア
」
と
言
わ
し
め
る
ほ
ど
の
貧

困―

バ
ブ
ル
期
に
は
、
松
田
聖

子
が
結
婚
相
手
に
選
ぶ
ほ
ど
の

ス
テ
ー
タ
ス
に
あ
っ
た―

に
あ

る
歯
科
事
情
。
そ
の
中
に
あ
っ

て
、
金
員
を
し
っ
か
り
と
稼
ぎ

出
す
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
は
、
そ
の

限
り
で
至
上
の
価
値
を
持
つ
も

の
と
映
る
。
そ
し
て
、
そ
の
価

値
に
は
常
に
致
命
的
な
リ
ス
ク

が
含
ま
れ
て
い
る
。

　

異
物
を
生
体
に
イ
ン
プ
ラ
ン

ト
す
る
。〝
異
物
排
除
機
転
〞

に
さ
ら
さ
れ
る
。
生
体
へ
の
同

化
を
求
め
て
異
物
は
あ
が
く
。

１
０
０
パ
ー
セ
ン
ト
血
肉
的

に
、
生
体
に
同
化
す
る
こ
と
は

な
い
。
自
然
の
理
（
こ
と
わ

り
）
で
あ
る
。

　

人
間
の
知
恵―

神
に
通
ず
る

叡
智
で
は
な
い―

で
も
っ
て
、

同
化
で
き
な
い
ま
で
も
同
化
も4

ど
き
4

4

の
水
準
に
ま
で
は
い
け

る
。
錯
誤
な
い
し
過
信
で
あ

る
。

　

人
間
の
知
恵―

叡
智
で
は
な

い―

で
も
っ
て
、
自
然
の
理
に

悪
乗
り
し
て
、
自
然
の
理
さ
え

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
、
安
全
も4

ど
き
4

4

を
確
保
で
き
る
。
錯
誤
な

い
し
過
信
で
あ
る
。

　

こ
う
し
て
、
哀
れ
人
間
は
神

に
も
裏
切
ら
れ
て
、
破
滅
の
囚

わ
れ
人
と
な
る
。

　

同
じ
よ
う
な
事
情
を
抱
え

て
、
人
類
は
今
、
脱
原
発
と
容

原
発
の
岐
路
に
立
つ
。
重
ね

て
、
歯
科
医
師
は
〝
脱
イ
ン
プ

ラ
ン
ト
〞
と
〝
容
イ
ン
プ
ラ
ン

ト
〞
の
岐
路
に
立
つ
。

　

イ
ン
プ
ラ
ン
ト
は
宿
命
的

に
、
生
物
学
的
に
無
理

4

4

な
地
平

で
の
み
成
立
す
る
。
し
か
も
い

っ
た
ん
故
障
す
れ
ば
即
、
廃
物

に
転
化
し
て
、
二
度
と
出
番
は

な
い
。

　

リ
ス
ク
を
背
負
い
営
利
の
道

を
、
人
倫
の
道
を
外
れ
て
ま
で

も
行
く
こ
と
は
な
い
。
今
の
世

の
中
、
儲
か
ら
な
い
の
が
普
道

4

4

で
あ
る
。
普
通
4

4

の
道
を
行
く
こ

と
を
希
求
し
て
こ
そ
、
イ
ン
プ

ラ
ン
ト
の
光
と
影
か
ら
解
放
さ

れ
る
の
で
あ
る
。

　

介
護
保
険
が
始
ま
っ
た
２
０

０
０
年
以
後
、
２
０
１
０
年
度

末
ま
で
に
不
正
請
求
な
ど
で
県

に
介
護
事
業
所
指
定
を
取
り
消

さ
れ
た
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
が
40

あ
っ
た
。
４
・
５
億
円
の
返
還

を
要
求
さ
れ
て
い
る
が
、
返
済

が
２
億
円
滞
っ
て
い
る
。

　

実
際
は
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

て
い
な
い
の
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
偽
っ
て
介
護
報
酬
を
請
求

し
た
り
、
ヘ
ル
パ
ー
が
国
の
基

準
を
満
た
し
て
い
な
い
の
に
虚

偽
の
請
求
を
し
た
の
が
ほ
と
ん

ど
。

　

私
は
２
０
０
７
年
に
、
訪
問

介
護
大
手
の
コ
ム
ス
ン
が
不
正

請
求
し
た
件
を
投
稿
し
た
こ
と

が
あ
る
。
そ
の
一
部
を
抜
粋
し

て
み
る
。

　

国
は
超
高
齢
化
社
会
へ
向
か

う
上
で
不
可
欠
の
仕
組
み
で
あ

る
と
考
え
た
の
か
、
介
護
事
業

所
と
し
て
の
指
定
を
一
度
受
け

る
と
更
新
の
必
要
が
な
く
、
ま

た
不
正
行
為
で
指
定
を
取
り
消

さ
れ
て
も
、
再
申
請
さ
れ
る
と

都
道
府
県
は
指
定
を
拒
否
で
き

な
い
。

　

ま
る
で
馬
の
鼻
先
に
に
ん
じ

ん
を
ぶ
ら
下
げ
「
食
え
」
と
言

っ
て
い
る
の
と
同
じ
こ
と
。
や

っ
と
気
づ
い
た
厚
労
省
は
、
２

０
０
５
年
か
ら
指
定
を
取
り
消

さ
れ
た
事
業
所
の
再
指
定
を
５

年
間
認
め
な
い
と
し
た
。

　

コ
ム
ス
ン
以
外
で
は
悪
質
な

事
業
所
に
適
用
さ
れ
る
加
算
税

を
含
め
、
２
億
６
８
０
０
万
円

の
請
求
に
対
し
、
返
済
は
わ
ず

か
22
％
の
６
０
０
０
万
円
。
そ

の
他
、
な
か
に
は
１
・
８
億
円

の
請
求
に
対
し
、
返
済
計
画
が

月
３
万
円
に
と
ど
ま
る
ケ
ー
ス

も
あ
る
と
い
う
。
そ
れ
ほ
ど
返

済
は
う
ま
く
い
か
な
い
。

　

こ
れ
を
医
療
保
険
の
資
格
喪

失
後
の
不
正
受
診
時
の
返
済
制

度
と
比
較
し
て
み
る
。
も
ち
ろ

ん
返
済
義
務
者
は
１
９
７
１
年

３
月
１
日
の
「
国
第
５
３
８

号
」
に
よ
り
、
元
被
保
険
者
に

決
ま
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ

の
通
知
は
保
険
者
（
保
険
組

合
）
に
の
み
に
送
付
さ
れ
、
医

療
機
関
は
ご
存
知
な
い
。

　

そ
れ
を
い
い
こ
と
に
、
決
済

を
医
療
機
関
に
お
し
つ
け
て
く

る
。
そ
り
ゃ
そ
う
で
し
ょ
う
。

北
海
道
か
沖
縄
に
い
る
か
も
し

れ
ぬ
元
被
保
険
者
を
捜
し
て
請

求
す
る
よ
り
も
、
医
師
の
無
知

に
つ
け
込
み
、
そ
こ
で
決
済
す

る
の
が
一
番
の
得
策
。

　

さ
ら
に
不
正
請
求
を
比
較
し

て
み
る
と
、
医
療
機
関
の
そ
れ

は
時
た
ま
不
心
得
者
も
い
る

が
、
99
％
は
審
査
委
員
会
を
パ

ス
し
て
い
る
。
し
か
し
介
護
保

険
者
の
場
合
、
６
年
間
で
指
定

を
取
り
消
さ
れ
た
者
が
、
全
国

で
４
３
４
カ
所
と
、
比
較
に
な

ら
な
い
。

　

医
療
機
関
の
皆
さ
ま
、
誇
ら

か
に
仕
事
に
は
げ
み
ま
し
ょ

う
。

医業に精通し、納税者の立場に
立った協会税理士がサポート！

税経個別相談会

日　時　２月19日（日）
　　　　13時～17時の間

会　場　協会会議室
費　用　１時間あたり5000円
 （医経研会員は年２回まで無料）

お問い合わせ・お申し込みは、税経部☎078－393－1817　田村・荒川まで

日　時　３月３日（土）、４日（日）
　　　　各13時～17時のうち１時間
会　場　協会会議室
費　用　
相談料（相談のみの方） １万円
申告書自己提出の方 ２万円
措置法26条による申告書作成 ３万円～
青色申告等実額による申告書作成 ５万円～
※要事前予約。先着順に受付

確定申告直前の最終確認、総仕上げに！

確定申告個別相談会

リゾチーム
塩酸塩製剤

洲
本
市
・
歯
科　
　

藤
原　
　

知

イ
ン
プ
ラ
ン
ト
の
波
紋

高
砂
市　
　

多
木　

喬
郎

介
護
保
険
不
正
請
求

メ
ー
カ
ー
が
返
品
・
回
収
を
受
付



保険診療の請求事務･再審査請求･指導･監査などのご相談やお問い合わせは ☎078－393－1803（研究部）☎078－393－1809（歯科）朝９時30分から

 ☎ 078･393･1801
Fax 078･393･1802
http://www.hhk.jp/

（４）第１６７７号(昭和43年６月12日第三種郵便物認可)兵 庫 保 険 医 新 聞２０１２年(平成２４年)２月５日(毎月３回５・15・25日発行)

講演主旨
　歯科において、歯根膜ほど身近で重要
な組織はないと思われ、すでに膨大な量
の基礎研究が発表されている。しかし、
臨床の中で歯根膜が実際にどのような役
割を果たしているのか、さらには治療の
中の様々な局面で具体的に歯根膜をどう
活用すればよいのかを包括的に示した報
告はほとんど存在しない。
　歯根膜を最大限に活用する治療が自家
歯牙移植であるが、移植以外にもエン
ド、ペリオ、穿孔など臨床全般に及ぶ歯
根膜の活用例について、理論背景と結び
つけて述べたい。
　近年、GTR、EMD、GBR、PRP、FGF-
２など、また、新たな歯胚形成の可能性
など、いわゆる再生療法への期待は高ま
るばかりである。
　しかし、今回は特別な手段あるいは材
料などを利用するのではなく、すでに存
在する生体の組織である歯根膜のもつ機
能をいかに最大限に引き出し、臨床効果
をあげるのかについて取り上げたい。歯
根膜の再生機能を中心に多くの症例を通
して解説し、歯根膜が予想以上に優れた
生物学的特性を有する組織であることを
先生方に実感していただき、天然歯保存
の意義の再認識につながればと思う。
　確かに、最近のインプラントの普及は
めざましいものがあり、当医院でも導入
以来18年たつが、（対合歯、隣在歯など
顎口腔全体に及ぼす影響は別にして）イ
ンプラント自体の失敗例を経験していな
いほど信頼性は高い。
　一方で、その影響もあってか、歯牙保
全のための努力が、以前に比べて薄れて
いく傾向がみられることは誠に残念であ
る。
　このことは、内外の臨床誌上および講
演会でも強く感じられ、また日常臨床に
おいても、努力すれば十分に保存できる
ケースが安易に抜歯と診断され、インプ
ラントもしくは他の処置をすすめられた
とSecond opinionを求める患者さんが急
増している現実からも感じられる。さら
には臨床雑誌等に掲載される講演会、講
習会の案内もインプラント関連が圧倒的
に多く、天然歯の保存療法をめざした内
容はほとんど見られないのが現状であ
り、今後の歯科医療の動向はこのままで
いいのだろうかと不安を覚える。
　症例の選択にあたっては、歯科臨床に
おける個々の処置の妥当性は長期的な予
後がどうかにかかっていることから、短
期経過症例は取り上げず、原則として15
年以上経過したケースをもとに述べた。

主な項目
　以下のような項目を中心に述べた。
１．簡単に歯を抜かないで
　他の医院で抜歯と診断され、当院へ
Second opinionを求めて来院したケース
を中心に、長期保存した多くの症例を提
示した。これらのケースで、安易に ‶抜
歯”と診断された理由は以下の通りであ
る。

自家歯牙移植とその周辺
―歯根膜の活用で臨床をかえる―

　①歯肉縁下カリエス
　②歯冠・歯根破折
　③動揺や腫脹の大きい歯周炎罹患歯
　④穿孔（髄床底、根管）
　⑤持続的な強い疼痛を伴う難治性の根
尖性歯周炎
　⑥重度の分岐部病変と誤診されやすい
エンド由来の病変（特にＸ線写真で透化
像が大きい場合）
２．インプラントの評価
　他の医院で抜歯と診断され、当院へイ
ンプラント植立を覚悟して来院される方
は少なくないが、その歯が抜歯ではなく
保存されることが多く、インプラントが
植立されることは少ない。
　当院ではインプラントを否定するので
はなく、①危うくなった天然歯を助ける
ためのインプラント、②必要最小限度の
インプラントの本数で行うのが、私の基
本姿勢である。
３．歯根膜に関する必要な基礎領域の知
見
　特に、歯根膜の発生に関して解説を行
った。臨床における治癒は発生の過程で
起きることから、それを深く理解するこ
となしに治癒のメカ二ズムは理解できな
いからである。
　その中で、歯根膜を含む歯周組織およ
び歯髄などエナメル質以外の組織は第４
の胚葉とも呼ばれる頭部神経堤細胞から
派生する外胚葉性間葉由来であり、再
生、恒常性維持、感覚機能など優れた生
物学的特性を有する組織であることを長
期症例を通して詳述した。この発生の過
程を、歯周病の生じた歯根面に再現させ
る目的で開発されたのが、EMDのエム
ドゲインであることについてもふれた。
（１）　歯根膜の再生機能については自家
歯牙移植の例を中心に、移植以外では以
下のケースで提示した。
　①エンド由来疑似歯周炎罹患歯
　②隣在歯周炎罹患歯の影響
　③咬合性外傷
　④外科的歯内療法（歯根端切除、意図
的再植）
　⑤穿孔
（２）　歯根膜の恒常性維持機能について
は、侵襲なしに自然治癒力を促すことで
骨を含む歯周組織を改善、すなわち、歯
根（セメント質）、歯根膜、固有歯槽骨
が三位一体で移動することを活用するこ
とによる効果を述べた。
　具体的には、矯正力による移動、外科
的挺出による骨の増加、さらには自然移
動、挺出による骨の増加などの実例を、
多数提示した。この機能は、自然界にお
ける、太陽熱、風力、水力などの自然エ
ネルギーの活用に似ていることも10数年
前から述べていたが、今回は震災後でも
あり、特に強調した。　
（３）　歯根膜の感覚機能については、機
械感覚を司るルフィニ終末の機能を取り
上げ、その効果として、インプラントに
は存在しえない過大または破壊的な咀嚼
力から歯を守るセンサーとしての役割
を、長期症例を通して提示した。

自家歯牙移植の
インプラントより有利な点
１．歯根膜の存在による利点
　先述した再生、恒常性維持、感覚機能
を活用できる。
２．抜歯直後の方がむしろ容易に、かつ
確実に行えること
　抜歯直後のインプラントは、GBRなど
特別の処置を伴うことが多い。
３．若年者にも適用しやすい
　移植歯は歯根膜があるゆえに顎骨の成
長に伴って移動するが、インプラントは
移動しないため、低位咬合、前歯部では
審美障害も生じる。
４．７番１歯欠損への適用が有利
　最後方臼歯は障害、咬合干渉も多く、
かつ感覚機能の存続が望まれることか
ら、感覚機能を有する移植歯が有利。ま
た、インプラントにすると、顎堤が狭い
ため頬舌（口蓋）径の狭い補綴物になり
やすく、長期的清掃が困難になりやす
い。
５．軟組織との付着が強い
　インプラントには天然歯と違い、結合
組織性付着はもちろん、上皮性付着も存
在しない。

　本稿は、「歯根膜による再生治療」（下
地勲著、医歯薬出版刊、2009年）に沿っ
ている。詳細は参照願いたい。

症例図説；歯根膜の再生機能、16歳、女
性
（図１）頬側歯槽骨はほとんど削られ、
付着歯肉はゼロの左下７に反対側の埋伏
智歯の移植を依頼された。

（図２）右下８の半埋伏である歯根未完
成歯を移植。付着歯肉を含む歯周組織の
再生が起きた。歯髄診断は正常値。
（図３） 歯髄治癒を示す歯髄腔消失
（PCO）と、十分な歯根成長がみられ
る。

　 下地　勲先生講演東京都国立市開業
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酸関連疾患の現在・過去・未来
日　時　２月25日（土）17時～19時　会　場　協会会議室
講　師　医療法人神鋼会神鋼病院　消化器内科　部長　山田　元　先生
共　催　アストラゼネカ株式会社
　酸関連疾患とは胃酸がその病態に大きく関与している疾患群であり、逆流性食
道炎、胃・十二指腸潰瘍（NSAIDs潰瘍を含む）の他、機能性胃腸症なども胃酸
との関連が示唆されている。我が国において、ヘリコバクタ－ピロリ感染率の低
下、生活習慣の欧米化、高齢化社会の到来、NSAIDs服用患者の増加などにより
酸関連疾患の罹患頻度は増加しつつある。酸関連疾患はただちに生命を脅かすこ
とは少ないものの症状は不快であり、食生活や睡眠など基本的な生活の質を低下
させることも多い。治療に関してはＨ２受容体拮抗薬やプロトンポンプ阻害薬
（PPI）の登場により、かなりの症例でコントロールが可能となったが、PPI不応
の症例や効果不十分の症例にも遭遇し、第一線で診療されている先生方を悩ませ
ることもある。今回の講演では酸関連疾患の病態と変遷、治療についての展望な
どをお話ししてみたい。 【山田　記】

睡眠医学的な視点から見た睡眠時ブラキシズム
日　時　２月19日（日）14時～17時　会　場　ラッセホール５階サンフラワー
講　師　大阪大学大学院歯学研究科 高次脳口腔機能学講座 口腔解剖第２教室
　　　　講師　加藤　隆史先生
定　員　120人（事前申込順）

歯科定例研究会

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1809　岡林まで
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